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318 親　測　手　引
槻測手引 （8） 遊星面の観測
天界勧
　　　　　　　　　　　　　　木星観測（1）
小滴獣も蹴る相の翻一直呆楯郡三二煉天に空暁者糎勘
つ煉る・：の嵐に汰慰異って司1樋じ覗雌の門門傑アよいから・　・2・？L
刷締綱狙ふ必要も加・’併も覗雌脚秒から46秒に達すうから・鋤・晦ち大
師曜隈しtg・’・アマチュア常備の8糎伽’ら15糖の望蹴で鮒三品來，特。15
襯があれば艦ご不臨し醐お二目來ろ・英のスタンVd●ウィリア・ズが16糎
心隔で飢淋職田富槻証田賄魏ものである・解も火星縞い凸面必抄
く2・・倍’㈱んご燃のもの覗られる・期鄭蹴の麟猷一様1ごが・杣識
しては・特1・：・JS（Ai］・stが勘旨率嚴揮する・特に鞭赤斑の色彩の槻さIVII1折の馳がb，
つt・tw｛iz・tびもっかtg・’・飢・縞の見k“Jvの灘は・蜥の方が・紫色澱・篇幟く
．見える．
観財べき識一木鍼面の酬1こ｛t天聯196凱継しtこ目下の繭題がある
　　（1）　木星面上の帯，縞の形歌，色彩．墾化の槻測S見取圃の作製．
　　（2）　木星面上の斑黙の白韓速度の計測‘其の経度墾化の観察・
　　（3）　帯，縞の緯度の襲化の観測．
　　（4）　4大衛星の木星面経過及掩蔽現象の計時観測・
この中・　・ti：kMpt）のア・チーア随しt・仕撫（1）のみで・（2）（t　’j’嚥では棉軌1こ
斑恥検出す纏すら鮒1であり・（3）は正子門下鮒のノ蔽鎌糸椥脚くカSA，M
であv〕，（4）は掩蔽槻測に熟達しすご槻測引力㍉三層有力？よ且つ時計仕掛のつい7二望遠鏡に
綱醜ク・ノメ1タt・flFll」して初め燧行し得られるU・1”「1’iltgti　”・｝i・tfから共に酬轍断
ろ方が無難で，本會奴測部遊星臨深でも，主こして（1）のみの齪測な推奨する，
　（1）の観測方法一それでは（1）にε’う云ふ風ずよ事々すれば良いかご云ふご・これぽ火
顧搬に見取咽練ろのノごが・火星砒し購時間が早川・者t，p｛ni：nz一（ズベ明
るから，見取り主な短くには・先づ縞の位置旧聞隔（緯度｝fe目測し・見取圓のDisk上に
期印矧き・目立つ燃（例へば縞嚇・醐或は陥目す・紛・濃い灘臨汲
び大赤斑槻えておれば⑫位rcew）耀しこれが経つ焼刻繍卜測（分割迄で良い）し
て「繊決麟刻」欄に血染して沼田b（デ・テ1ルの儲1こ移ろ・デ・テ1ル端靴．
像の左端（天｛澄望遠鏡裡）……即ち西方一・…から孟いて行くべきである。何故なれば，表面
の摸様は西から順次淡して行くからで・30分もすれば・隠分移動して行き・又6縞の自輔
燗が異るから伽づ噸。・違ひも出瓢來る・t」Sli・前f麦し†・カ㍉木蹴“il　rclv、
で編韓遡いから・見職端の1．’i・k　（t・南北軸15y’9』赤道16の害恰の梛睦蘭’て頂畿
い・侃近V’・1・t：・鴬野弓ら火槻取剛；綱様の縄用のDisk麟喘し1・・しの嬢行
ずる豫定である・縞は・南極から北極に室る間に9本・帯は7本’）うが・；れは標準で，
毎年常に；の．数通りの縞や幣が見えてみるのでなく，年々浦長墾・化が繰返されてみる，
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